





Attractiveness and Satisfaction in Male and Female Relationships























site-sex person, in daily life. The collected data were categorized into six types of relationships:
friends,unrequitedlovers,lovers,fiancées,marriagepartners,andextramaritalpartners.
　Factoranalysiswasusedtoidentifytheelementsofattractiveness,whichresultedintheextraction





































































































































































































定の結果のうち、有意差だけがあった比較を Table 5 、
Table 1 　調査データ数（n）内訳
関係 男性 女性 合計
1 ．友達 89 90 179
2 ．片思い相手 93 93 186
3 ．恋人 87 106 193
４ ．婚約者 77 90 167
5 ．結婚相手 96 126 222
6 ．不倫相手 76 101 177
合計 518 606 112４
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　Fig.1 - 2 は、「相手の美的魅力」の関係比較と相手年
代比較のグラフである。相手の年代による主効果が有
意であった。相手の美的魅力も20代、30代より４0代に
















































因　子 目的変数 Type Ⅲ平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値
本人性別
美的魅力（相手） 71.2076 1 71.2076 98.４556 P<0.001 **
社会的魅力（相手） 9.3630 1 9.3630 10.8４４7 0.0010 **
対人的魅力（相手） 0.3198 1 0.3198 0.3588 0.5４93
地位と富（相手） 12.7192 1 12.7192 16.7809 P<0.001 **
相手との関係
美的魅力（相手） 36.2950 5 7.2590 10.0367 P<0.001 **
社会的魅力（相手） 15.1168 5 3.023４ 3.5018 0.0038 **
対人的魅力（相手） 9.2４82 5 1.8４96 2.0752 0.0662
地位と富（相手） 12.1739 5 2.４3４8 3.2123 0.0070 **
相手年代
美的魅力（相手） 11.8709 2 5.9355 8.2067 P<0.001 **
社会的魅力（相手） 0.7228 2 0.361４ 0.４186 0.6581
対人的魅力（相手） 9.5303 2 ４.7651 5.3４62 0.00４9 **
地位と富（相手） 3.2265 2 1.6133 2.128４ 0.1196
本人性別*相手との関係
美的魅力（相手） 6.3593 5 1.2719 1.7585 0.1187
社会的魅力（相手） 5.5853 5 1.1171 1.2938 0.26４2
対人的魅力（相手） 6.7089 5 1.3４18 1.505４ 0.185４
地位と富（相手） 11.8965 5 2.3793 3.1391 0.0081 **
本人性別*相手年代
美的魅力（相手） 2.5４87 2 1.27４3 1.7620 0.1722
社会的魅力（相手） 1.0４21 2 0.5211 0.6035 0.5４71
対人的魅力（相手） 2.8230 2 1.４115 1.5836 0.2058
地位と富（相手） 0.9393 2 0.４696 0.6196 0.538４
相手との関係*相手年代
美的魅力（相手） 11.8169 10 1.1817 1.6339 0.0921
社会的魅力（相手） 7.0910 10 0.7091 0.8213 0.6081
対人的魅力（相手） 7.9009 10 0.7901 0.886４ 0.5４5４
地位と富（相手） 12.0803 10 1.2080 1.5938 0.1033
本人性別*相手との関係
*相手年代
美的魅力（相手） 8.6015 10 0.8601 1.1893 0.2939
社会的魅力（相手） 7.1995 10 0.7199 0.8339 0.5959
対人的魅力（相手） 2.3４67 10 0.23４7 0.2633 0.9887
地位と富（相手） 10.007４ 10 1.0007 1.3203 0.21４４
誤差
美的魅力（相手） 715.2901 989 0.7232
社会的魅力（相手） 853.8705 989 0.863４
対人的魅力（相手） 881.5069 989 0.8913






























目的変数 手法 本人性別 水準 1 水準 2 平均 1 平均 2 差
標準
誤差 統計量 P 値
美的魅力（相手） Scheffe 男性 1 ．友達 2 ．片思い相手 0.0380 0.69４2 0.6562 0.1４5４ ４.0711 0.0012 **
美的魅力（相手） Scheffe 男性 2 ．片思い相手 5 ．結婚相手 0.69４2 0.1591 0.5351 0.1363 3.0829 0.0091 **
美的魅力（相手） Scheffe 女性 1 ．友達 6 ．不倫相手 －0.3736 0.2４21 0.6157 0.1４66 3.5288 0.0036 **
美的魅力（相手） Scheffe 女性 3 ．恋人 6 ．不倫相手 －0.3117 0.2４21 0.5538 0.1４４2 2.9４8４ 0.0119 *
美的魅力（相手） Scheffe 女性 ４ ．婚約者 6 ．不倫相手 －0.3117 0.2４21 0.5539 0.1520 2.6561 0.0215 *
美的魅力（相手） Scheffe 女性 5 ．結婚相手 6 ．不倫相手 －0.４669 0.2４21 0.7090 0.1４38 ４.8621 P<0.001 **
対人的魅力（相手） Scheffe 女性 2 ．片思い相手 6 ．不倫相手 －0.2316 0.3193 0.5509 0.163４ 2.2728 0.0４55 *
地位と富（相手） Scheffe 女性 2 ．片思い相手 5 ．結婚相手 0.3090 －0.2358 0.5４４8 0.1327 3.3693 0.0050 **
地位と富（相手） Scheffe 女性 5 ．結婚相手 6 ．不倫相手 －0.2358 0.４４90 0.68４8 0.1４72 ４.3283 P<0.001 **
*：P<0.05　**：P<0.01
Table 7 　「相手との関係」の各水準における「相手年代」の多重比較検定
目的変数 手法 相手との関係 水準 1 水準 2 平均 1 平均 2 差 標準誤差 統計量 P 値
美的魅力（相手） Scheffe ４ ．婚約者 20代 ４0代 0.258４ －0.3112 0.5696 0.185４ ４.7195 0.0091 **
対人的魅力（相手） Scheffe 2 ．片思い相手 20代 ４0代 0.1987 －0.４001 0.5987 0.206４ ４.2072 0.0152 *
地位と富（相手） Scheffe 2 ．片思い相手 20代 30代 －0.1４４7 0.2４5４ 0.3901 0.1511 3.3352 0.0360 *
*：P<0.05　**：P<0.01
Table 6 　「相手との関係」の各水準における「本人性別」の多重比較検定
目的変数 手法 相手との関係 男性平均 女性平均 差 標準誤差 統計量 P 値
美的魅力（相手） Scheffe 1 ．友達 0.0380 －0.3736 0.４116 0.1380 8.89４0 0.0029 **
美的魅力（相手） Scheffe 2 ．片思い相手 0.69４2 －0.1063 0.8005 0.1４0４ 32.４911 P<0.001 **
美的魅力（相手） Scheffe 3 ．恋人 0.3711 －0.3117 0.6828 0.1４08 23.527４ P<0.001 **
美的魅力（相手） Scheffe ４ ．婚約者 0.32４7 －0.3117 0.636４ 0.1４18 20.1４32 P<0.001 **
美的魅力（相手） Scheffe 5 ．結婚相手 0.1591 －0.４669 0.6260 0.1252 25.0133 P<0.001 **
社会的魅力（相手） Scheffe 6 ．不倫相手 －0.296４ 0.2793 0.5757 0.1715 11.2672 P<0.001 **
対人的魅力（相手） Scheffe 2 ．片思い相手 0.1356 －0.2316 0.3673 0.1559 5.5４9４ 0.0187 *
地位と富（相手） Scheffe 2 ．片思い相手 －0.1606 0.3090 0.４696 0.1４38 10.6678 0.0011 **




Fig. 1 - 1 　美的魅力（相手）の平均値【本人性別×相手との関係】
Fig. 1 - 2 　美的魅力（相手）の平均値【相手との関係×相手年代】


























































































































































Fig. 2 - 1 　地位と富（相手）の平均値【相手との関係×本人性別】










































































Fig. 3 - 1 　対人的魅力（相手）の平均値【相手との関係×本人性別】
Fig. 3 - 2 　対人的魅力（相手）の平均値【相手との関係×相手年代】
































































































































































































































Fig. 4 - 1 　社会的魅力（相手）の平均値【相手との関係×本人性別】
Fig. 4 - 2 　社会的魅力（相手）の平均値【相手との関係×相手年代】








































































































































































には至っていなかった。この結果は、Fig.5 - 1 および
Fig.5 - 2 の全般的魅力比較グラフにおいて、結婚相手
の魅力度がほとんど平均以下で、不倫相手の魅力が全
般的に平均以上の高得点あったことと対照的である。














Fig. 5 - 1 　相手女性の魅力
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Fig. 6 - 1 　関係満足度の平均値【相手との関係×本人性別】
























































Fig. 7 - 1 　相手への愛（ 1 ～ 7 ）【相手との関係×本人性別】
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要　約
　インターネット調査で男女関係のデータが収集された。調査参加者は、東京および隣接県の年齢20歳
～４9歳の男女からのサンプルで518名の男性と606名の女性であった。身近な最も親密な異性を想定して
もらい、その関係が友達、片思い相手、恋人、婚約者、結婚相手、不倫相手の 6 関係についてデータを
収集した。
　各関係における異性パートナーの相手の魅力と自分の魅力とを測定し、因子分析の結果、美的魅力、
地位と富、対人的魅力、社会的魅力の ４ つの因子を抽出し、これらの因子得点を目的変数として設定し、
比較変数としては、本人の性別、相手の年齢の年代、相手との関係の三元配置多変量分散分析を行い、
関係ごと、男女別、年代別に相手の魅力ごとに平均値を比較した。分析の結果、男性の相手は、多くの
関係で美的魅力と対人的魅力が高い女性の相手であった。女性の相手は、多くの関係で地位と富と社会
的魅力の高い相手であった。男女がお互い自分のもっていない魅力を相手に求めているという魅力の相
補性が確認された。男女とも結婚関係において、相手の魅力が最も低く、結婚相手というのは自分が相
手に望む魅力の多くを諦めて成立していると推定された。
　次に関係満足度、関係幸福度について、性別、年代、相手との関係という三元配置多変量分散分析を
実行して平均値を比較した結果、関係満足度、関係幸福度とも婚約者が最も高く、次に結婚相手、恋人
相手の順であった。不倫関係は結婚関係より関係満足感、関係幸福感とも有意に低かった。今後、魅力
の結果と満足度、幸福度の結果の矛盾について引き続き分析がなされる予定である。相手への愛、相手
からの愛についても分析が行われ、考察がなされた。
キーワード：男女の愛情関係、魅力比較、満足度比較、愛比較
